
施肥の相違が牧草の収量に及ぼす影響

上原俶助・小林幸右ヱ門

禾本科の牧草類は駈る窒素量の多少によ姓育を左右されることが多く」ak萱科の騨類

は燐酸や加塁の施与によって・その生育が良好となることは一般に云われてきたことである。さ

らに生育のよしあしは・栽培する土蟹の地力によって相当な差があるものと思われる．山間部の

高冷地vatsける清薄土壌について，施肥の相違によb栽培作物は如何なる成績をあげることがで

きるか・3種牧草について肥料試験を実施したので，その成績を報告する。

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　の　　方　　法

1．試験の場所　長野隈小県郡東部町和

　信州大掌繊誰学都大室農場　標高950m

2．試験区詮よび試験の方法’
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　　　　注炭カル施肥昭和40年4月7日施肥蚤はぬとす。

　　　　　　基肥〃　　　　　4月1？，日

　　　　　　追肥〃　　　　　7月ユ5日

（2）供試牧草　　オーチA・　一一ドグラス　（a）

　　　　　　　イタリアンライグラス（b）　　　　　　一　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　ラジノクローバ　　　（c）

　牧草は何れも試験効果を促進するため，昨年播種したもの即ち2年生苗を1鉢に対し5個

所植とし・・騎剛郷つつ鮒した・定棚瑚・6日。③

（3）試験は2千分のユaワグネルポットを使用し3連制とした。
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3・調　査

　　生育の適期を見計らい刈取り、生草重を調査し，これを風乾して乾草重を調査した。

　　　　　　　　　　　　　試験の成績k・・よび考察

　供試した牧草は禾本科オーチャー一ドグラス・イタリアンライグラスの2種と，萱科はラジノク

m一バコー種について’試験した。pot試鹸であるから乾燥すればいつでも催水し，管理は充分に

したので・生育も順調に進み第ユ表に示すと齢鱈年間6回の刈取をすることができた。こ旅

より生草時期別収量の推移を知ることができる。第2衷は生草を風乾して乾草をつぐりこれを調

査した乾草重量である。

　　　　　第1’衷　生草収量

生 草 収 量蕊硲至＼目
ユ阻（6．⊥6

2（7．8） 3（7。31） 窪（8・24） 5（9L27） 6（蟹）・沼）
合　　計

1・N・P・K　　a 呂2．2 26．4， 42．4 呂7．8 29．ユ 7．呂 1ワ5．罵

紹．　　　〃　　　　b go．4 31．5 23．6 27．3 生3．8 ユ1．9 228．5

3。　　　〃　　　　C 31．5 呂4，．ワ 23・ユ 69・2 43．4 54．8 2呂6．7

4．　　　瓦　　　　a 32．6 呂6．9 50．3 42．4， 呂5．2 ↓2．「7 2↓oa

5．　　　〃　　　　b 72．8 38・8 4些．9 45．7 56・2 ユ6．「γ 27s．1

6。　　　〃　　　　C 23．8
　　つ

S9．4 52嚇4 54，．9 7工．8 2ワ．7 280．8

ワ・　　　P　　　　a． 2「ア．5 25．8 ユ9．9 3生．ユ 29．6 8．呂 ユ85．2

8。　　　〃　　　　b 55．5 生1．ツ 28．8 38．1 4工．ツ 19．4， 2畠5．紀

9．　　　〃　　　　C 42．O 92．Q 95．6 59．5 88．8
　　1

o34．4 4ユ生．B

10。　　　K　　　　a ｛3ユ．9 ｛37．在 28．ユ 44．9 5Q．4 7．4 180．1

工1．　　　〃　　　　b 81．9 3呂．5 30．2 40．5 32．9 14，．9 223．7

12．　　　〃　　　　C 26．9 69．6 62辱7 65．8 85．9 98．6 532．5

注　試験区の符号は前翫のと齢わ。収量はkとす。刈取園数のカッコ内数字は刈取月日を

　　示す。
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第2表　乾草収螢

＼＼＼項目 乾 草 収 量
試験区　＼…一．

1　回 2　回 3　回
窪　回㍉

5　回 　　1U　回
合　　計

1．N・P・K　鼠 7．1 5．8 ユ2．ワ ↓oユ ・7．9 2．o 45．6

2．　　　〃　　　　b 19．9 8．6 ・6．6 6．0 ・8．9 2．3 52．3

3・　　　”　　　　c 6．8 6．5 6．O 17．o 9．5 7．o 52．8

4．　　　N　　　　a 7．9 9．ユ ユ6．5 1呂．8 8．3 3．3 58．9

5．　　　〃　　　　b 20．5 ⊥o．2 ユ2．4 11．5 ユ4悔2 4．1 7畠．9

6．　　　”　　　　c 5．1 9・8 ユ5．8 1紀．9 ユ3．9 5．5 63．O

7，　　　p　　　　a 5．呂 6．8 6．9 9．6 7色8 2．3 呂8．7

8．　　　〃　　　　b 工2．8 ユ0．2 8．3 9．6 9，「ア 4．4 55．0

9．　　　〃　　　　C 8．ユ ］．7．0 26．8 ユ4－9 ユ6．9 7．8 9：L．5

⊥o．　　　K　　　　a 7．8 96層 n ↓1．8
ツ．6，

↓．9 く』6．9　噺

ユ1．　　　〃　　　　b 18．2 8．o 5．7
．9．3

6．9 呂．9　L 5ユ．3

↓2。　　　”　　　　C 5．4， ユO「．8 ユ6．3 13°4 vとツ 5、．5 66．ユ

第3茨には生草と乾草の年間収量を対比したので、それについてみることにする。まずa（オ

ーチャード）について生草収量をみると，2のN区は最も収量が多い。その他は何れの区も同じ

くらいの収量を示している。

　　　第呂表　牧草の種類および肥料別収量

監F＼＼＼項

詞ｱ誌＼目
年　　　間

ｶ草1限量

同上NPKをlOOとした

艨@　　数 乾革収量

年「司　　　　　同上NPKを　　　　　lODとした　　　　　比　　　数

乾　　草

焉@　　合

　　　　，
錘﨑ﾊ平均

｣草歩合
　　　　噌
ﾛ。a　聾・P・K ユ75．2 （↓oo） 窪5．6 （エoo） 26．0

2．〃　　　N 2ユO．ユ （120） 58．9 （12，9） 28．O
25．3

呂．〃　　P ユ85．2 α06） 呂8．7 （85） 20．9

些．〃　　　K ユ8Q．ユ （103） 些6．9 （103） 96．1

5・b　N・］ヲ・K 228．5 （loo） 5鶏．3 （ユoo）， 22．9

6・〃　　　N 2「γ3．1 （162） 7尾．9 （159） 26．「7

24．9
ワ・〃　　P 226．2 （99） 55．O （エ05） 24．4

8。〃　　　K 223．㌘ C98） 51‘3 （98）
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餐㍉　　　　　、 年　　　間

ｶ草収量

同上NPKをユOQとした

艨@　　数

年　　　間

｣草収貴

同上NPKを100とした

艨@　　数

乾　　草

焉@　　合

　　～、錘﨑ﾊ平均

｣草歩合
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?Q．〃　　K

256．7

Q80．0

S14．5

@　　虎R｛32．5

（ユoo）

iu8）
iユツ5）

i14ユ）

52．8

U3．0
X：L．5

U6．1

（ユoo）

ilig）

i183）

iユ25）

22．3

Q2．5

Q2．↓

P9．9

2工．5

　つぎにb（イタリアンラィグラス）についてみると，6のN区が最も収量が多く，その他各区

はほぼ同じくらいの収量で，前者aと全く同じ傾向である。禾本科牧草の収量はN量に支配され

ることが大きいという事実をみることができるeついでc（ラジノクローバ）についてみると，

XlのP区が最も牧量が多ぐ，つづいて12のK区も高い収量であることが判る。このように置

科の収量はPやK成分により生育を左右され，禾本科牧草類とは反対の方向にあることが判然と

している。ζれは土蟹中に含有されていた残董成分によった支配も，多少は受けるものと思われ

るけれども・施肥によった動向が大きいものとみる．ことができる。ただ三要素区である1・a，

5・b，9・cの各区は何れも，N・P・K単用区の成績を上廻ったものは一つもなかったこと

を注目したい。他の子実を目的とした作物であれぱ恐らく三要素区の成績が伸びるものと思われ

るけれども，茎葉の繁茂にだけまかせる飼料作物の収量に齢いては，このような現象があらわれ

たものと思われる。

　つぎに乾草にした年間収量を比較してみると1何れも生草重の多かったものは乾草重も多い。

従って生草重の比数と乾草重の比数は符合するものが多い。ただし中には3のa・P区（オーチ

ャードの燐酸区）のように乾草比数の低率なものも例外にはあった。これは乾草歩合とからめて

みる方がよく，この区の乾燥歩含は20・9％で，オーチャードの中では最も低率であったが，こ

のことはどういう訳であるか判然としない。2のa・N区（オーチャードの窒素区）と6のb・

N区（イタリアンラィグラスの窒素区）の両区は乾草歩合も高くあらわれている。ユ2のc・K

区（ラジノクn　一一バ・加里区）も他区に比して低ぐなっている。これらのことはどんな原因から

ぐるのかこの試験では判明しがたい。草種別の乾草歩合はオ“・・一チャードが最も高く，イタリアン

ラィグラスがこれにつぎ，ラジノ／1m一バは最も低い。ラゾノクローバは水分含貴の多い牧草で

あるから，乾草歩合は低いことが当然と思われる。

　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　　　言

　禾本科の牧草中オーチャードグラスとイタリアンライグラスに澄いては，N貴の肥効が特に生

草収鐙並びに乾草重を多くしている。置科のラジノクm一バにおいてはPの肥効ボ顕箸であり，

またKの肥効も大きいことをみることができた。そこで豊科の牧草はN分としてzi3中Nを利用す

ることのできる便利なものであるから，PやKの施用区がより多収であることを更に知らされlt　b

このように肥料の肥効と生育上にあらわれた結果とが，山間高冷地の旛薄土壌に騒いても一致を

みることができたものと思われる。
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